
- 1 -

「直近データから明日を予測する手法」

前回の応用です。ＪＰ分析シートを使い、明日上昇するか、下降するかを調べてみます
る

まず、直近に売買サインを出させます。

今回は短弾のみに注目してみました。条件はわざと緩くしています。

きつくしてしまうと、過去に点灯しなくなってしまうからです。

「○勝○敗」を出させ、確率を求めて明日を予測する方法です。

■条件作成

例．９９８４ソフトバンクＧ 日足

「条件」－「読み取り」をクリックします。

ここでは１番シートを読み込ませます。そのまま「ＯＫ」をクリック
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数値読み取り画面が出てきます。

下記から短弾の数値、短弾の向きに注目します。

拡大

短弾 ９．１５ 短弾向き ３
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短弾には少し幅を持たせます。

短弾の範囲を 「８－１０」とします。

向きはそのまま「３」を使います。 ※下向きという意味です。

「条件」－「ＪＰ法分析シート編集」をクリックします。

何番でもいいですが、ここでは７０９番シートに条件を作ります。
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７０９番シートが表示されます。

内容を全消去しますので、「初期化」をクリックします。

「はい」をクリックします。

これでシートは初期化されました。

先に書いた数値を入力します。
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短期株価弾性値 「８」以上 「１０」以下

短弾向き 「３」

拡大

これで入力はおしまいです。

「保存」をクリックし、内容を保存します。
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７０９番シートに保存します。

ここまでで、条件作成は終わりです。

次にチャート上に売買サインを表示させてみましょう。

「条件」－「チェック」をクリックします。
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最初のシート番号は「７０９」とし、「ＯＫ」をクリックします。

最後のシート番号も「７０９」とし、「ＯＫ」をクリックします。

下記のように、たった２日のみの表示となりました。

これでは、サインの表示件数が少なすぎて、失敗です。
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条件をもっと緩めてみます。

過去の短弾を見ると、直近のように高い数値の場面がありません。

短弾で条件を作るのをやめ、生短弾にします。

生短弾の数値は５．０３ 向きは３

シートには、生短弾 「４」以上 「６」以下 生短弾向き 「３」とします。
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このシートであらためてチェックしてみるとこうなります。

過去のいくつか点灯してきました。

これくらいならいいでしょう。

■検証結果

シミュレーションをしてみると、

「条件」－「シミュレーション」
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７０９番をシミュレーションします。

サイン点灯翌日しか見ませんので、「０」とします。
※サイン点灯翌日は０です。

結果はこうなります。

この結果は、サイン点灯翌日の寄り付きで仕掛けたシミュレーション結果です。

なので、今回には使えません。
今回は、サイン点灯日の終値で仕掛けて、翌日が上か下かを調べるからです。
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前回同様、１銘柄検証をします。

シミュレーション結果画面から「検証」をクリックします。

どちらでもいいですが、今回は「はい」とします。※上昇率検証となります。

あらかじめユーザー銘柄管理の９９８４番に９９８４ソフトバンクＧを登録しておきま
す。



- 12 -

実行するとこうなります。

当然といえば当然ですが、全て５％未満に入っています。

※サイン翌日のみで、５％以上、上昇する事はそうそうないからです。

さて、ここからが重要です。

直接、検証結果がセットされているファイルを EXCELから開きます。

ファイルは下記です。

[C:\WinJPDta]フォルダ中

[JPOKenshoDay709-709.csv]です。
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と、ここまで書いて失敗しました。

検証結果ファイルにサイン日の終値が載っていない事に気づきました。

下記に買信号日の終値がない。

これでは、今回の目的である明日、上か下かを調べる事は出来ません。

この原稿は、失敗です。ＪＰ２０００の「絞り込み検証」を使えば良かったです。

今回に限り手入力で検証結果ファイルにサイン日の終値を追記していきます。

大変申し訳ございません。

追記しました。

そして表を横にみていくと、「最後終値」という項目があります。
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これは、売買期間最後の日についての終値です。
今回は「０」の設定ですから、サイン翌日の終値となります。

追記したサイン日終値と最後終値に注目し、前日比を計算させてみます。

余計な項目は削除しました。

計７回サインの点灯はありました。

そして明日、下がる確率は、６勝１敗です。 ８５．７１％の確率で前日比マイナスと
なっていた事が分かります。

この事から、８５．７％とは高い確率ですから、明日下がることに期待して、
「売り仕掛けををサイン当日の終値でする。」となります。

直近の場合は、７月８日の終値１０４９０円で売り仕掛け。
翌日の終値で手仕舞いとなります。

今、この原稿を書いている時間帯で前場が終わりました。

今のところ、負けています。※テレチャートＷを使用

ここまでで明日、上がるか、下がるかを解説しました。

直近でサインを表示させ、ある程度過去についてもそのサインが点灯している。
その場合、過去のデータから前日比を算出させ、プラスか、マイナスか。どちらの確率
が高いかを計算。今回のように、どちらかに傾いていたら、その方向に動く事を期待し
て仕掛ける。となります。
今回、負けるかもしれませんが、過去の確率から勝負した結果なので、仕方ありません。
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難しいのは「どういう条件を作成するか」です。

厳しすぎると、過去の点灯日がなく、使えません。

かといって、揺るすぎるとたくさんサインが点灯してしまい、これもまたダメでしょう。

このあたりは試行錯誤していくしかなさそうです。

前回取り上げたＷＯＲＫ分析を使えば、ＲＳＩなど、一般のテクニカル指標でも今回解
説した事は出来ますので、是非チャレンジしてみてください。

例えば、直近のＲＳＩが８１だとしたら、７０から９０、そして向きを追加です。

ＷＯＲＫ分析を使用

９９８４ ソフトバンクＧ

上記サインを見る限り、デイトレというより、しばらく持続したほうが下がる確率が高
そうですが・・・。

今日、大きく下げたから、なんとなく明日は上だろう・・・。という考え方ではなく
しっかりと過去確率検証して、その結果から行動する。これがテクニカル分析の王道で
す。

皆様も是非、チャレンジしてみてください。


